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平成２６年５月 定例委員会々議録 

 

１ 日  時   平成２６年５月２７日（火） 午後３時００分～ 

 

２ 開催場所   会議室３０１ 

 

３ 出席委員の氏名 

   委  員  長   齋 藤 和 夫   委員長職務代理者  黒 川 優 子    

委     員   山 崎 克 弥   委    員  中 野 信 男 

委    員   秦   久美子   教  育  長  上 原 洋 一 

  

４ 欠席委員の氏名     なし 

 

５ 説明のため出席した職員 

   教 育 次 長  金 子 彰 男     学校教育課長  山 田 公 一 

子育て支援課長  伊 藤 謙 治    社会教育課長  堀   克 彦 

           指導主事     齋 藤 暁 史      

              

６ 本委員会書記 

  学校教育課  猪股 加代子 

 

７ 傍聴人 

      なし 

 

８ 会議に付議した事件 

諸報告 

   （1）行事報告及び行事予定 

   （2）教育長報告 

   （3）寄付報告 

（4）共催・後援の教育長専決報告 

    

 協議題 

   （1）新規後援申請 
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 議 案 

  議案第 29号 燕市立小中学校における衛生管理者及び衛生推進者の委嘱について 

  議案第 30号 平成 26年度燕市立小学校及び中学校における学校医等の委嘱について 

  議案第 31号 燕市立小中学校における事務主任の任命について 

  議案第 32号 燕市社会教育委員の委嘱について 

  議案第 33号 燕市青少年育成センター運営協議会委員の委嘱について 

  議案第 34号 燕市図書館協議会委員の委嘱について 

  議案第 35号 燕市文化会館運営審議会委員の委嘱について 

  議案第 36号 燕市文化財調査審議会委員の委嘱について 

  議案第 37号 燕市公民館運営審議会委員の委嘱について 

  議案第 38号 燕市スポーツ推進委員の委嘱について 

   

 そ の 他 

 ・平成 26年度子ども読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）文部科学大臣表彰につ

いて 

 

会議録     別紙のとおり  
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１．開 会 宣 言     午後３時 

 

２．会議録署名委員の指名  秦 久美子 委 員 

 

３．諸報告 

（1）行事報告及び行事予定について 

  《各課長が報告》 

 

（2）教育長報告  

〈上原洋一教育長が報告〉 

１ はじめに 

○ Jack&Betty 教室が 5 月 10 日に開講した。89 人の児童生徒が参加。期間延長、英語検

定回数増、イングリッシュキャンプ実施等充実した内容を予定。スピーチコンテストは 6

月 22日開催予定。 

○ 白ふじ茶会が 5月 11日開催。好天と満開の白藤により昨年を上回る 286人参加。 

○ 高校訪問開始（5月 23日新潟高校）。 

○ 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会・研修会及び行政視察（5月 15日～16日）。

公立小中一貫校、私立中高一貫校、東大教授を指導者とする公立中学校における実践を

視察。総会研修会では東大名誉教授佐伯胖氏講演「自ら学ぶ力を育む～教わるから学ぶ

への転換～」。 

  

２ 燕教科書センター 

○ 学校教職員その他教科書採択関係者等の教科書および教科の研究に資するため、教科

書センターを 6月 13日(金)から 6月 27日(金)まで燕市教育センター内に開設する。 

  

３ 自治体視察対応 

○ 5/15長野県東御市議会（J＆B教室）、5/20神奈川県秦野市議会（吉田南小 ICT教育）、

5/22 愛知県東浦町（こども園）、5/23 大分県豊後高田市議会（8 つのチャレンジ）、5/28

福島県喜多方市教委（燕西小、小池中） 

 

４ 園・学校・施設訪問 

○ 4/30よしだ保育園（開園を祝う会）、燕市体育センター、わか竹児童クラブ、病児保育

「あおぞら」（以上総文視察）、5/2燕北小（交通安全教室）、5/12島上小、小池小、小池

中、5/13燕西小、燕南小、小中川小、松長小、燕北中、燕中、5/14水道町保育園（苗植

え・読み聞かせ）、吉田北小、吉田南小、粟生津小、吉田中（以上 2園、10小学校、4中

学校、3施設） 
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● 福島の子どもたち 5月 27日現在 

○ 小学生は 1人増の 15人（燕東小 3人、燕西小 1人、燕北小 7人、吉田南小 3人、分水

小 1人）、中学生は 1人増の 6人（燕中 1人、吉田中 4人、分水中 1人） 

○ 幼稚園、保育園には 4人が通園する（燕北幼稚園 1人、三方崎 1人、きららおひさま 2

人） 

 

１ 学校数・学籍 

 (3) 寄附報告 

 

《山田学校教育課長が１件の寄附について報告》 

《堀社会教育課長が 1件の寄附について報告》 

 

  (4) 共催・後援の教育長専決報告 

 

《山田学校教育課長が８件の継続後援申請・３件の継続共催申請について報告》 

   

４．協議題 

（1）新規後援申請について 

《山田学校教育課長が事業名：新潟県スポーツ少年団創設 50周年記念事業第 34回 

新潟県スポーツ少年団総合体育大会第 31回少林寺拳法大会について説明》 

 

〇委員（黒川 優子） 

 少林寺拳法を燕市内では、どれくらいの人数の子どもたちが行っているものなのか。 

 

〇社会教育課長（堀 克彦） 

登録団体の数は、はっきりしないが、参加している子どもたちは１０人位になると思わ

れる。 

  

〇学校教育課長（山田 公一） 

 市内で、少林寺拳法の全国大会に、昨年出場している子どもがいる。 

 

〇委員長（齋藤 和夫） 

 吉田北小学校の校長先生が、県の指導者となっている。 

 

〇委員（黒川 優子） 

 参加する、子どもが増えてくれると良いと思われる。 
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審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

５. 議案 

 議案第 29号 燕市立小中学校における衛生管理者及び衛生推進者の任命について 

 議案第 30号 平成 26年度燕市立小学校及び中学校における学校医等の委嘱について 

 議案第 31号 燕市立小中学校における事務主任の任命について 

 

 《山田学校教育課長が説明》 

 

 審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

 議案第 32号 燕市社会教育委員の委嘱について 

 

〇委員（山崎 克弥） 

 社会教育委員の主たる、業務についてお聞きしたい。 

 

〇社会教育委員（堀 克彦） 

 社会教育法により、自治体には社会教育委員を置くこととされている。その中で、学校

教育、社会教育の関係者、学識経験者の中から、教育委員会が委員を委嘱することとなっ

ており、社会教育全般の諸計画の立案に対する審議及び教育委員会の諮問について意見を

述べる等が主な仕事となる。 

 社会教育委員は社会教育課所管の業務全般について、意見を述べる事ができ、議案につ

いても、家庭教育、青少年教育、公民館活動、スポーツ教育等、かなり広範囲の審議をい

ただいている。 

 

〇委員（山崎 克弥） 

 定例で集まる機会は、どの程度あるのか。 

 

〇社会教育委員（堀 克彦） 

 会議については、それぞれの審議会、協議会等に分かれて開催される事が多いため、社

会教育委員会として、開催されることは少ない。 

 

審議の結果、全員異議なく承認された。 

 議案第 33号 燕市青少年育成センター運営協議会委員の委嘱について 

 議案第 34号 燕市図書館協議会委員の委嘱について 

 議案第 35号 燕市文化会館運営審議会委員の委嘱について 
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 議案第 36号 燕市文化財調査審議会委員の委嘱について 

 議案第 37号 燕市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 議案第 38号 燕市スポーツ推進委員の委嘱について 

 

《堀社会教育課長が説明》 

 

 審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

 

６．そ の 他 

 平成 26年度子ども読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）文部科学大臣表彰につい

て 

  《山田学校教育課長が報告》 

 

 

７．閉   会    午後３時５０分 
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   委 員 長        齋 藤 和 夫    

 

 

 

 

   会議録署名委員                     

 

 

 

 

 

   会議録調整者                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


